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最大事後確率則最大事後確率則

入力パターンが与えられてそれがどのカテ
ゴリに属するかを決めるとき，それが属する
可能性が最も高いカテゴリを選ぶ．

これは，事後確率が最大になるカテゴリに分
類することに対応．

)|(maxarg: xpkx i
i

k ωω =∈



58
対数事後確率対数事後確率

対数をとっても大小関係は変わらないた
め，事後確率の対数をとったものを用いる．

ベイズの定理より

従って，
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推定方法推定方法

：訓練標本

：カテゴリ に属する訓練標本数

事前確率 ：カテゴリ に含まれる標
本の割合で推定

条件付き確率 ：ガウスモデルに
対する最尤推定
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ガウスモデル（正規分布）ガウスモデル（正規分布）

次元の確率ベクトル：

２つのパラメータ：

平均ベクトル

分散共分散行列
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ガウスモデルにおける最尤推定ガウスモデルにおける最尤推定

ガウスモデルの最尤推定量
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対数事後確率の計算対数事後確率の計算

分類したい入力パターンを とすれば，

対数事後確率は の二次形式

C
n
nxxd i

ii
T

ii ++−Σ−−Σ−−= − log)ˆ(ˆ)ˆ(
2
1|ˆ|log

2
12log

2
1 µµπ

マハラノビス距離
(Mahalanobis distance)

x

)|(ˆlog xp iω

C
n
ndxx i

iii
T

i ++Σ−−Σ−−= − log|ˆ|log
2

)ˆ(ˆ)ˆ(
2
1 1 µµ

x



63
共分散行列が共通のとき共分散行列が共通のとき

各カテゴリの分散共分散行列が等しいとい
う前提知識があるとき，共通の分散共分散
行列の最尤推定量は
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共分散行列が共通のとき（続き）共分散行列が共通のとき（続き）

各カテゴリの分散共分散行列が等しい時，

対数事後確率は の一次形式x
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決定境界の計算決定境界の計算

カテゴリ数 の場合，決定境界は

ガウスモデルを用いたとき，決定境界は二
次形式．

更に分散共分散行列が共通のとき，決定
境界は一次形式，即ち，超平面(hyper-
plane) ．

)|(ˆ)|(ˆ 21 xpxp ωω =
2=m


